
平成２６年１０月定例教育委員会会議の要旨 

 

 

１ 日  時 

  平成２６年１０月１６日（木） 

    開会 １４時００分    閉会１５時３５分 

 

２ 場  所 

  教育庁教育委員会室 

 

３ 出席委員 

  委員長              山縣 俊郎 

  委員長職務代理者         岡野 芳子 

  委員               中田 範夫 

  委員               宮部 秀文 

  委員（教育長）          浅原 司 

 

４ 出 席 者 

  教育次長             原田 尚 

  教育次長             小西 哲也 

  審議監              廣川 晋 

  審議監              河村 行則 

  教育政策課長           嘉村 靖 

  教職員課長            首藤 裕司 

  義務教育課長           清時 崇文 

  高校教育課長           栗林 正和 

  特別支援教育推進室次長      石本 正之 

  社会教育・文化財課長       藤村 恭久 

  世界ｽｶｳﾄｼﾞｬﾝﾎﾞﾘｰ開催支援室次長  河村 祐一 

  人権教育課長           髙原 透 

  学校安全・体育課長        御神本 実 

  教育政策課企画監         濵井 昭巳 

  やまぐち総合教育支援センター次長 小村 信 

  



 

 

 議案第１号『山口県立高等学校等の管理に関する規則の一部を改正する規則の制定について』 

「山口県立高等学校等の管理に関する規則」の一部改正について、高校教育課から説明し、

承認を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議案第１号については、全出席委員の賛成により承認された。 

 

 

 議案第２号『文化財の県指定について』 

「山口県文化財保護条例」第３７条第２項の規定による文化財の山口県指定史跡指定及び同

条例第５条第２項の規定による山口県指定天然記念物及び史跡の指定解除及び指定の一部

解除について、社会教育・文化財課から説明し、承認を求めた。 

 

 

１ 新指定：長府藩主毛利家墓所 

○ 種   別  史跡  

○ 名   称  長府藩主毛利家墓所 

○ 所在の場所  （功山寺）下関市長府川端一丁目２１７１番１ 

（笑山寺）下関市大字豊浦村字土肥山２６９２番地 

（覚苑寺）下関市長府安養寺三丁目１２７２番地・３１２番地４ 

 

議 案 

【概 要】 

山口県立高等学校等の管理に関する規則の一部を改正する規則の制定について 

 

 １ 改正の趣旨 

平成２７年度の山口県公立高等学校の入学定員等の策定に伴い、同規則の別表の１の一

部を改正するもの。 

 

 

 ２ 改正の内容 

別表の１のうち、以下の事由に伴い、関係学校の第１学年生徒定員等を改める。 

・宇部商業高等学校の学科改編 

・周防大島高等学校等の入学定員の変更 

 

 

 ３ 施行期日 

   平成２７年４月１日 

 

【概 要】 



○ 所 有 者   宗教法人 功山寺（下関市長府川端一丁目２番３号） 

          宗教法人 笑山寺（下関市長府川端二丁目４番１号） 

          宗教法人 覚苑寺（下関市長府安養寺三丁目３番１０号） 

          毛利元海（東京都目黒区東が丘二丁目１５番３７号） 

○ 概   要   

長府藩は、萩藩主毛利輝元・秀就父子から毛利秀元が慶長５年に長門府中（長府）を与え

られ立藩。表高５万石、長門国豊浦郡を中心に所領を形成（ただし、萩藩主からの分知（所

領を分け与えられること）による）。以後、１４代の藩主が続いた。 

長府藩主毛利家墓所は、下関市の功山寺、笑山寺、覚苑寺の３ヶ寺に所在する。この内、

功山寺、笑山寺は詣り墓（近代に没した 14 代元敏は功山寺に埋葬）、覚苑寺は埋葬墓である。 

○ 価   値   

・近世大名家墓所の形態をよくとどめたもの。 

・近代における旧大名家の墓制のあり方が窺える好例。 

 

２ 解除：教念寺のナナミノキ 

○ 所 有 者   宗教法人 教念寺 

○ 所 在 地   宇部市大字上宇部５６１番地 

○ 解除の理由   台風禍により天然記念物としての価値を喪失。 

 

３ 一部解除：岩国市楠町一丁目のクスノキ巨樹群及びムクノキ巨樹 

○ 所 有 者   国土交通省 

○ 所 在 地   岩国市楠町一丁目５９５番地の一１地先堤とう敷及び河川敷 

○ 一部解除の理由 台風禍により天然記念物としての価値を喪失。 

 

４ 一部解除：野村望東尼終焉の宅及び宅跡並びに墓 

○ 所 有 者   （ 宅 ）河野俊乎（防府市栄町一丁目１－706 号） 

                    （宅跡）松林行雄・政子（防府市三田尻本町１０番２号） 

           （ 墓 ）防府市（防府市寿町７番１号） 

○ 所 在 地   （ 宅 ）防府市岡村町５番３号 

           （宅跡）防府市三田尻本町１０番２号 

           （ 墓 ）防府市桑山一丁目４番 

 ○ 一部解除の理由  指定調書は当時の伝聞によるものであり、根拠に乏しい。 

 

 

 

 議案第２号については、全出席委員の賛成により承認された。 

 

 

 

 

 



 

 

◆平成２７年度（2015 年度）山口県公立学校教員採用候補者選考試験（第二次試験）の選

考結果について、教職員課から以下のとおり報告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 告 事 項 

【概 要】 

平成２７年度(2015 年度)山口県公立学校教員採用候補者選考試験 

（第二次試験）の選考結果について 

 

１ 概 要                                                   ※（    ）は昨年度 

  第二次試験は、志願者 1,599人(1,677人)のうち、第一次試験合格者 608 人(595 人)及び第一次試

験免除者 165 人(152 人)を対象に実施し、このうち、753 人(726 人)が受験しました。選考の結果、

387 人(373 人)を採用候補者名簿の登載予定者としました。 

最終倍率は全体で 3.9 倍(4.2 倍)となり、選考区分、志願区分別の採用候補者名簿登載予定者数

及び最終倍率は、次のとおりです。 

 

選考区分・志願区分 名簿登載予定者数 最終倍率 

一 般 選 考 
 

社 会 人
特 別 選 考 

 
スポーツ・芸術
特 別 選 考 

 
博士号取得者 
特 別 選 考 

 
看護科・理療科教諭
特 別 選 考 

小 学 校   199人 (195人) 2.2倍 ( 2.5倍) 

中 学 校   94人 ( 95人) 5.0倍 ( 5.2倍) 

高等学校   60人 ( 48人) 7.4倍 ( 9.0倍) 

計 353人 (338人) 3.8倍 ( 4.2倍) 

特別支援学校小学部   4人 (  4人) 5.0倍 ( 6.5倍) 

特別支援学校中学部   4人 (  4人) 4.3倍 ( 4.5倍) 

特別支援学校高等部   5人 (  5人) 3.8倍 ( 3.6倍) 

計    13人 ( 13人) 4.3倍 ( 4.8倍) 

養護教諭    21人 ( 22人) 4.6倍 ( 4.9倍) 

合  計 387人 (373人) 3.9倍 ( 4.2倍) 

身体障害者を対象とした選考     0人 (  0人) －倍 ( －倍) 

身体障害者を対象とした選考を含む合計 387人 (373人) 3.9倍 ( 4.2倍) 

 

名簿登載予定者数のうち、社会人特別選考による者は、小学校１人（１人）、中学校０人 

（０人）、高等学校０人（０人）、スポーツ・芸術特別選考は、中学校１人（３人）、高等 

学校０人(１人)、博士号取得者特別選考は、２人（０人）、看護科・理療科教諭特別選考は、高等学校

１人（＊）、特別支援学校高等部１人（１人）でした。   
 

２ 採用について 

  採用については、平成２７年度(2015 年度)山口県公立学校教員採用候補者名簿に登載された者

の中から必要に応じて決定します。 
 

３ その他 

  採用予定者が自信と熱意をもって４月からの教職生活をスタートすることができるよ う、採

用予定者を対象に着任するまでの心構え等について学ぶ研修を１２月２５日(木)、 ２６日(金)

に実施します。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 質 疑 】 

○委 員 長：志願者の数や倍率の状況はどうなっているか。 

●教職員課長：志願者の数については例年と同様。一方で、採用予定者数が、大量退職

に伴い増加したため倍率は下がっている。 

○委 員 長：他県の志願者の状況はどうなっているか。 

●教職員課長：本県と似たような状況にある。特に中国５県は取り合いというような状

況にあるため、セミナーの開催等、高校生や大学生に対するＰＲをしっ

かりと行い、志願者の確保に努めたい。 

○岡 野 委 員：身体障害者枠について、志願者が１名で一次試験を受けているが、二次

試験を受けていない理由は何か。障害を持った方でも山口県は教員にな

れる道を開く方法はないのか 

●教職員課長：一次試験では、教科専門、それから教職専門、それと集団討論を行って

いるが、教科の力がどうしてもなければ、一次試験の突破はできないた

め、今回の結果になっている。障害者の採用については、実習助手等の

学校職員においても志願者が３名おり、そちらでも採用を進めて行きた

いと考えている。 

○浅原教育長：身体障害者の雇用については、法定雇用率が定められており、教育委員

会もその達成に向けて努力しているところ。しかし、教員の採用となる

資　料 平成27年度山口県公立学校教員採用候補者選考試験の選考結果

１　選考区分・志願区分別の受験状況及び採用候補者名簿登載予定者数 （　　　）は昨年度

　　　区　　　分

 受験者数② 合格者数③
※3

倍率②/③ 受験者数④
※3

登載予定者数⑤
※3

倍率④/⑤

459 41 393 222 1.8 256 199 1.3 2.2

(505) (53) (425) (220) (1.9) (265) (195) (1.4) (2.5)

500 64 403 166 2.4 223 94 2.4 5.0

(523) (44) (448) (188) (2.4) (228) (95) (2.4) (5.2)

480 48 396 160 2.5 202 60 3.4 7.4

(473) (35) (399) (131) (3.0) (162) (48) (3.4) (9.0)

1,439 153 1,192 548 2.2 681 353 1.9 3.8

(1,501) (132) (1,272) (539) (2.4) (655) (338) (1.9) (4.2)

20 1 19 9 2.1 10 4 2.5 5.0

(26) (3) (23) (10) (2.3) (11) (4) (2.8) (6.5)

17 4 13 6 2.2 10 4 2.5 4.3

(18) (3) (15) (7) (2.1) (10) (4) (2.5) (4.5)

19 2 17 10 1.7 12 5 2.4 3.8

(18) (4) (14) (7) (2.0) (11) (5) (2.2) (3.6)

56 7 49 25 2.0 32 13 2.5 4.3

(62) (10) (52) (24) (2.2) (32) (13) (2.5) (4.8)

103 5 92 35 2.6 40 21 1.9 4.6

(113) (10) (98) (32) (3.1) (39) (22) (1.8) (4.9)

1,598 165 1,333 608 2.2 753 387 1.9 3.9

(1,676) (152) (1,422) (595) (2.4) (726) (373) (1.9) (4.2)

1 0 1 0 ― 0 0 ― ―

(1) (0) (1) (0) ― (0) (0) ― ―

1,599 165 1,334 608 2.2 753 387 1.9 3.9

(1,677) (152) (1,423) (595) (2.4) (726) (373) (1.9) (4.2)

養  護  教  諭

合　　計

身体障害者を対象とした選考

身体障害者を対象とした選考
を含めた合計

※1　前年度採用選考試験第二次試験の総合評価ランクがＡ又はＢ評価の者及び他県における本採用教員で、平成26年3月31日現在、3年以上の勤務経験
　 （志願区分(校種等)の教科と同一の勤務経験）を有する者は、第一次試験を免除している。
※2　第二次試験は、第一次試験免除者（①）及び第一次試験合格者（③）を対象に実施した。
※3　第一次試験合格者数、第二次試験受験者数及び登載予定者数には、第二志願で合格した者を含む。
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中    学    校

高  等  学  校

計

特別支援学校小学部

特別支援学校中学部

特別支援学校高等部

計

選考区分・志願区分 志願者数
内第一次試験
免除者数①

※1

第 一 次 試 験 第 二 次 試 験　※2
最終倍率

(①＋②)/⑤

 



と教員免許状が必要になり、志願者が少ないのが現状。高校等でもＰＲ

はしているが、なかなか数が増えず今後の大きな課題と考えている。 

○宮 部 委 員：教員の給与については、県によって差が生じることはないのか。  

●教職員課長：教員の給与については、給料については統一した給料表をもとに、各県

それぞれが設定しており、大きな差はない。ただ、東京等の場合、地域

手当の部分で差が生じることはある。 

 

 

 ◆平成２７年度山口県立中等教育学校及び中学校入学者選抜実施要領及び入学者募集要項

並びに選考検査問題作成方針について、高校教育課から以下のとおり説明が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概 要】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆平成２７年度山口県立学校現業職員の実習助手及び栄養士への任用替え特別選考試験の

実施について、高校教育課から以下のとおり報告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ６年間にわたる中高一貫教育の中で、多様な教育活動に意欲的に取り組むこと 

ができる児童を選抜するために、小学校の学習内容を踏まえ、次の点に留意して 

記述式の課題による検査問題を作成するものとする。 

１ 資料をもとに考えたこと等を問う内容とする。 

２ 自ら課題を見つけ、筋道を立てて考え解決しようとする態度や能力等を 

総合的にみることができるような出題に努める。 

３  一人ひとりの児童の意欲や発想の豊かさ等をみることができる内容を出題 

するよう心がける。 

平成２７年度山口県立中等教育学校及び中学校入学者選抜のための 

選考検査問題（記述式の課題１及び記述式の課題２）作成方針 

【概 要】 



 

 

◆世界スカウトジャンボリーを契機とした国際教育の推進について、以下のとおり意見交換

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

意 見 交 換  

【概 要】 

 １ 地域プログラムモデル事業について 



地域プログラムモデル事業（下関市） 

 

１ 期 日  平成 26年 8 月 1日（金） 

２ 場 所  長府庭園、海峡メッセ下関、他 

３ 日 程 

時 刻 内   容 

09：50 

10：00 

 

 

 

12：10 

12：30 

 

13：30 

 

 

 

 

 

16：10 

 

長府庭園到着 

プログラム１「豊浦小児童との交流」（会場：長府庭園） 

○児童生徒による歓迎行事 

豊浦小学校維新太鼓・金管クラブによる演奏 

○体験コーナー（茶道、書道、七夕つくり）での交流 

 

海峡メッセ下関へ移動 

海峡ゆめタワーの見学および昼食・休憩 

 

プログラム２「市民との交流」（会場：海峡メッセ９階海峡ホール） 

○歓迎行事 

○カフェコーナー（世界 8カ国のドリンク試飲） 

○遊びのコーナー（日本や世界の遊びや楽器の体験） 

○世界の民族衣装ファッションショー 

○平家太鼓披露・平家踊り 

 

海峡メッセ下関出発 

※ 帰路、馬関開港 150 周年記念で寄港中の帆船「日本丸」・「海王丸」を

見学 

 

４ 参加者  一般市民・団体・児童生徒等 400 名 

５ 成 果  「豊浦小児童との交流」は、ほっちゃや（長府地区ふるさと協育ネット）が

中心となり、豊浦小をはじめ、近隣の中学校・高等学校やＰＴＡと連携した形

で企画・運営されたスタイルであり、来年の学校訪問の参考事例となった。 

「市民との交流」では、しものせき国際交流ねっと（国際交流団体）が、こ

れまでの活動のノウハウを活かした企画・運営を行い、多くの市民参加を得た。

お茶を飲みながら自由に交流できるカフェコーナーもあり、参加者と海外スカ

ウトが自然に交流できた。 

さらに、海峡ゆめタワーや帆船の見学など下関市ならではのプログラムも展

開された。 

 

 

 

 

 



 

地域プログラムモデル事業（美祢市） 

 

１ 期 日  平成 26年 8 月 4日（月） 

２ 場 所  秋芳八代のぬくもりの里交流センター、秋芳洞 

３ 日 程 

時 刻 内   容 

09：45 

10：00 

 

 

10：30 

 

12：00 

12：45 

 

14：30 

15：00 

 

 

 

16：00 

秋芳八代のぬくもりの里交流センター到着 

開会行事 

○別府岩戸神楽舞（秋芳北中生徒） 

 

プログラム１「日本の伝統文化に触れる体験」 

○「餅つき体験・試食」（地域住民や児童生徒との交流） 

（昼食・休憩） 

○書道・華道体験（地域住民や児童生徒との交流） 

 

秋芳洞へ移動 

プログラム２「秋芳洞見学」 

○観光ディレクターの案内による秋芳洞見学 

○商店街での買い物 

 

秋芳洞出発 

 

４ 参加者  市民団体、児童生徒等 74名 

５ 成 果  市内の中学生やジュニアリーダーなどスカウトと同年代の子どもたちが海外

の青少年と交流を深める貴重な機会となった。また、餅つき体験・華道体験・

書道体験は、来年の地域プログラムに向けて、日本文化を紹介するプログラム

を企画する参考例となった。さらに、地域住民が各体験の講師や運営ボランテ

ィアとして参加したことは、地域力を発揮するとともに住民の国際理解の促進

にもつながった。 

秋芳洞見学は、美祢市の魅力を情報発信する機会となるため、入洞口の商店

街での買い物を含め、来年の地域プログラムにおいてもコースとして検討され

ている。海外スカウトがお土産等の買い物を円滑にできるよう、商店街の外国

語表記が課題として挙がっている。 

 

 

 

 

 

 

 



地域プログラムモデル事業（光市） 

 

１ 期 日  平成 26年 8 月 6日（水） 

２ 場 所  光地区消防組合消防本部、光高校、光丘高校、聖光高校 

３ 日 程 

時 刻 内   容 

10：30 

10：40 

 

10：50 

 

 

 

13：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15：30 

消防本部到着 

開会セレモニー 

 

防災センターの見学・体験 

○消火活動バーチャル体験や災害遭遇時の避難バーチャル体験 

○消防車両の見学 

 

グループに分かれ、光高校、光丘高校、聖光高校へ学校訪問 

◇光高校 

○ウェルカム・グリーティング、校内見学 

○茶道・弓道の体験を通じた高校生との交流 

○高校生との交流会 

 

◇光丘高校 

○吹奏楽・茶道・弓道の体験を通じた高校生との交流 

 

◇聖光高校 

○剣道・茶道・琴の体験を通じた高校生との交流 

 

光市出発 

 

４ 参加者  市民団体、児童生徒等 283 名 

５ 成 果  開会セレモニーでは、ガールスカウトの協力による司会進行や挨拶等の英語

訳をスクリーンに投影するなど、来年の地域プログラムを見据えた取組が実施

された。また、防災センターでは、最先端の機器を活用した避難行動のバーチ

ャル体験や地震体験、消防士や通訳ボランティアの協力により消防車の説明な

どが行われ、スカウトは質問をするなど興味深く取り組んでいた。 

高校での交流は、生徒の国際理解の促進やコミュニケーション能力の向上を

図ることができた。とくに武道体験を通じた交流は海外スカウトの関心が高く、

来年の学校訪問を企画する上で参考になると思われた。 

 

  

 



地域プログラムモデル事業（山口市） 

 

１ 期 日  平成 26年 8 月 7日（木） 

２ 場 所  菜香亭、山口七夕ちょうちんまつり会場 

３ 日 程 

時 刻 内   容 

13：45 

 

14：00 

 

 

16：15 

 

16：45 

 

 

18：00 

 

18：30 

 

 

20：00 

菜香亭到着 

 

プログラム１「日本の伝統文化の体験・交流」 

○七夕ちょうちんの製作工程の見学・体験 

 

夕食（携行食） 

 

○着物文化の体験（浴衣への着替） 

写真撮影等 

 

山口七夕ちょうちんまつり会場へ移動  

 

プログラム２「日本の祭りの体験・交流」 

○ちょうちんへの火入れ 

○夜店が並ぶ祭り会場の散策 

 

祭り会場出発 

 

４ 参加者  市民団体、児童生徒等 50名 

５ 成 果  地域住民等に対し、世界スカウトジャンボリーを広報・周知するとともに、

通訳・翻訳等に係るボランティアの把握や協力要請、活用に関するノウハウを

はじめ、外国人受入れに係る課題の抽出など、来年の地域プログラムにつなが

る成果を得た。 

また、青少年の健全育成という観点から、海外スカウトと青少年との交流を

図ることで、青少年の異文化に対する理解を促進し、国際理解や国際感覚の向

上を図ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ やまぐちジャンボリーフェスタ基本計画について 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 主な意見・質疑 】 

○委 員 長：語学ボランティアの募集はどのように行っているのか。 

●世界スカウトジャンボリー開催支援室次長：県内１９校から、各２名から３名程度、やる気がある生徒、英語力につ

いて問題ないと思われる生徒を推薦してもらい、現在４８名の生徒を高

校生語学ボランティアリーダーと位置づけている。 

○委 員 長：今後、語学ボランティアはさらに増えていくのか。  

●世界スカウトジャンボリー開催支援室次長：ボランティアのリーダーについては、現在の４８名となる。しかし、実

際にきらら浜でフェスタを行う場合、７日間で２５０名程度の語学ボラ

ンティアが必要になる。このため、別のセミナー等により参加を呼び掛

け、ボランティアの数を増やしていくことになる。 

○岡 野 委 員：せっかくなので、４８名のボランティアリーダー以外にも出来るだけ多

くの高校生にスキルアップの機会を与えてもらいたい。 

●世界スカウトジャンボリー開催支援室次長：４８名のスキルアップ以外に、８月に私立学校の生徒や中学生、その他

一般県民の方を対象に、アトラクションやワークショップ等からなるチ

ャレンジ研修を実施したところ、２２０人の参加がいただいている。１

月に予定している２回目のチャレンジ研修等、引き続きしっかりと取組

を進めていきたい。 

 

 

 

 



○宮 部 委 員：運営ボランティアの確保はどのように行うのか。 

●世界スカウトジャンボリー開催支援室次長：県内の大学等に個別にお願いに行っているところ。 

また、国体時にきらめきサポーターとして、ボランティア活動をされた県

民の方の中で、国体後でも県主催のイベントに協力する意向を示している

登録者の方や企業ボランティア、県庁ＯＢの方等、幅広く協力を呼び掛け

ていく予定。 

 

○岡 野 委 員：地域プログラムについては、どの地域で行う予定か。 

●世界スカウトジャンボリー開催支援室次長：全ての市町で実施を行う予定。また、学校ごとにつきましても、県内全

ての小・中学校、高等学校、それから特別支援学校でスカウトの方の受

け入れを行うため、今、準備を進めている。 

○岡 野 委 員：スカウトへのおもてなしについて、具体的な内容はどのようなものか。 

●世界スカウトジャンボリー開催支援室次長：まだ、今回のモデル事業等の取組も含めて、市町のほうで検討している

段階だが、例えば市民館において地元の方の太鼓演奏などの伝統芸能の

披露や市民との交流などを考えており、引き続き来年の本番に向けては

しっかりした歓迎、交流ができるような準備を進めていきたい。 

○岡 野 委 員：各市町の教育委員会等、関係機関との連携が大切になる。しっかりと連

携をとり、全世界から来られた方々に日本の文化を満喫して帰ってもら

えるよう取組をお願いする。 

 

○岡 野 委 員：スカウトの宿泊は、どのように行うのか。 

●世界スカウトジャンボリー開催支援室次長：全日程ともきらら浜で行うことになる。 

○岡 野 委 員：夏場であるため、食中毒の発生等が起きないよう十分に衛生管理に努め

てもらいたい。また、シャワー等の確保はどのように行うのか。 

●世界スカウトジャンボリー開催支援室次長：衛生管理については保健所の検査や指導を受けながら、食中毒を決して

発生させないよう対応していく。 

シャワー等については、会場内に日本連盟が設置を行う予定。日本ジャン

ボリーの際に数が不足したという話も聞いているが、そのことは日本連盟

自体も意識をしており、数を増やすといった形で対応すると聞いている。 

 

○宮 部 委 員：最近災害が多いが、大雨や雷等により野営が難しい場合はきららドーム

に収用することになるのか。 

●世界スカウトジャンボリー開催支援室次長：日本ジャンボリーの規模であれば、きららドームと近くの屋内プールに

収容することで対応は可能かと考えている。そこで足りない場合は、県

で言えばセミナーパークや山口南総合支援学校、計量検定所、近隣の公

民館や学校等を避難場所として確保するよう準備を行っていきたい。 

 

 

 


